
【スズキ・マツダ・日産・三菱】DA16T、DG16T、DR16T、DS16T
【ダイハツ・トヨタ・スバル】S500（P、U、J）、S510（P、U、J）
【ホンダ】HA8、HA9

ポイント：ロープフックの組み付けは、枠本体の組み立てと同時に行います。

　　　　：①ロープフックの向き（内向き・外向き）は、「引っ掛ける方向」を定めてから組み付けを行ってください。       

　　　　：②六角ボルトの締付量は【スパナ 1 0 m m】でバネ座金が閉じてから約 9 0 度の増し締めです。

       必要以上に締めると折れる為、ご注意ください。

　　　　：【フレームラバーの切断について】

　　　　　・安全性でノコギリをお勧めいたします。カッターナイフの場合、「Bタイプ」は温めると切りやすくなります。

1. 図の様に①ロープフックは、上部（A・Bタイプ）または下部（Aタイプ）に使用できます。

2. 上部の場合は、取付け位置の「フレームラバー」を切り除きし、組付けを行ってください。

　下部の場合は、お好みの位置に組付けを行ってください。

　

取付け方法
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SA-21H.21HB専用 ハイ・インナークランプ取扱い説明書

 

 

【スズキ】　　エブリイバン・ワゴン／DA17V(W)系／H27.2～　【マツダ】　スクラムバン・ワゴン／DG17V(W)系／H27.3～
【ニッサン】　NV100クリッパー・クリッパーリオ／DR17V(W)系／H27.2～
【ミツビシ】　ミニキャブバン・タウンボックス／DS17V(W)系／H27.3～
【ホンダ】　　 N-VAN／JJ1.2系／H30.7～
【ダイハツ】　ハイゼットカーゴ・アトレー／S700V系／R3.12～　【スバル】　サンバーバン／S700B系／R4.1～
【トヨタ】　　 ピクシスバン／S700M系／R3.12～

右ページ｢取付方法２｣へお進みください 54

 

取付け方法

脚フレームには

荷台枠

〒463-0025　名古屋市守山区元郷 2-107　TEL(052)778-7876  FAX(052)778-7718

※ 尚、 取付けボルト等部品類の紛失 / 部品の買い替えにつきましては、 補修部品で対応可能ですのでホームページのお問い合わせ
　　から SA-21H ・ SA-21HB の構成パーツ表をご確認していただきメールにてお問い合わせください。図 -2

１　SA-21H ・ 21HB を固定している締付けノブ M8 を取り外して下さい。 その際、 「平座金Ｍ８ ・ バネ座金Ｍ８ ・ 角根ボルトＭ８」
    を落として無くさないよう十分に注意して取り外し作業を行って下さい。 　〔図 -2〕　

1

2　ルーフキャリアを降ろす際、 前後を分割して後方から降ろすと比較的楽に作業ができます。 6 本脚一体式で降ろす場合は十分に
　　注意して降ろしてください。 キャリアを降ろした後、 脚ステーを取付けた状態で標準インナークランプのみ取り外してください。
　　ハイ ・ インナークランプは、 脚ステーの角穴にお客様が決められた高さの位置で取り付けを行ってください。　〔図 -3〕

2

・ バネ座金 M8

・ 締付けノブ M8・ 平座金 M8

・ 角根ボルト M8

・ 標準インナークランプ

雨ドイ

・ アウタークランプ

図 -２ 図 -３

・ 角根ボルト M6

インナー保護キャップ

・ ナイロンワッシャー

・ 平座金Ｍ6

・ バネ座金

・ 六角ナット

脚ステー

例 ： 低い

図 -４

緩める

注意：キャリアを屋根から降ろす際は必ず「4人以上」でゆっくりとキズをつけないように慎重に行ってください

3　ハイ ・ インナークランプの組み付けの際は、 下側にインナー保護キャップを差し込み、 角根ボルト M6、 ナイロンワッシャー
　　平座金 M6、 バネ座金 M6、 六角ナット M6 にて締付けます。 （尚、 ボルト類は、 取り外したボルト類を再利用してください） 〔図 -3〕

4　ハイ ・ インナークランプを取付けて次に脚ステー裏のキャップボルトを脚ステーを内側にスライドができるように緩めます。
　　内側に貼ってある塩ビテープは、 高さを高くするほど脚ステーの先端は内側の方向に移動するため脚ステーの幅を調整する
　　ために剥がしてください。 〔図 -4〕

3

5　後は、 SA-21H ・ SA-21HB の 「取扱い説明書の取付け方法」 をよくご確認していただき取付けを行ってください。

6　最後に脚フレームのスライド穴に塩ビテープを貼ってスライド穴を塞いでください。

4

5

6 ※　SA-21H の場合は、③ 塩ビテープグレー
　　 SA-21HB の場合は、④ 塩ビテープブラック

75 ㎜

図 -１

脚ステー

ハイ ・ インナークランプ

①ハイ ・ インナークランプ

②

この度はロッキールーフキャリアオプションパーツ｢ＳＰ-０２｣をお買い上げいただきありがとうございます。

常に安全な状態で、ご使用して頂く為に｢取扱い説明書｣をよくお読みの上、正しくご使用ください。

尚、販売店にて本製品を取付けられましたら、本書を必ずお客様にお渡しください。

製品(組立て、取付け等)についてご不明な点は、お買い求めの販売店又は弊社までお問い合わせください。

誤った組立て、取付け、使用による事故等の責任は一切負いかねますので、ご了承ください。

ご使用前に

品 番 ／ Ｓ Ｐ - ０ ２

● 本製品は、ＳＡシリーズ21H・21ＨＢ専用のオプションパーツとなります。

　　それ以外のシリーズ及び、品番には取付け出来ません。

● 本製品を取付ける前にお客様で保管されていますルーフキャリア「ＳＡ-２１Ｈ・２１ＨＢ」の取扱い説明書を

　　必ずご用意して下さい。

　　（紛失された場合は、弊社ホームページにて取扱い説明書は閲覧できますので必ずご確認をお願いいたします。

    ■ 弊社ホームページ 【https://www.rocky.ne.jp/】 【https://www.rocky.ne.jp/support/manual/】

● 本製品の取付けには「SA-21H.21HB付属の六角レンチ5Mとプラスドライバー/10㎜スパナ」が必要となります。

構成パーツ

● 構成パーツは検査済みですが組立てを行う前に必ず、ご確認をお願いします。

ハイ ・ インナークランプ

インナー保護キャップ

塩ビテープ ： グレー （SA-21H 用）

塩ビテープ ： ブラック （SA-21HB 用） 6

6

12

6

数量No

①

②

③

④

部品名称

③

④

②

①

標準パーツと比較

■ ハイ ・ インナークランプは、 標準のインナークランプより 75 ㎜ 高い仕様と
　　なっております。 予め現在のルーフキャリアに積載する長尺物 ( ハシゴ ) 等
　　の先端形状、 及びバックドアとの接触する可能性のある位置の高さを計測
    しておくことをお勧めいたします。
　　その上で脚ステーの 2 種類ある高さ調整穴の位置を決めてご使用ください。
　　〔図 -1〕

※ 高さ調整は、 低 / 高と 「２段階」 可能です。

    ・ 脚ステー角穴の上２つで組み付けを行うと屋根高が一番 「低い」 状態になります。

    ・ 脚ステー角穴の下２つで組み付けを行うと屋根高が一番 「高い」 状態になります。

　　　（高い ： 25 ㎜高くなります）

■　取付け可能屋根高

標準 ・ インナークランプ ハイ ・ インナークランプ

・ ハイ ・ インナークランプ / 高

337 ～ 362 ㎜

・ ハイ ・ インナークランプ / 低

312 ～ 337 ㎜

・ 標準インナークランプ / 低

237 ～ 262 ㎜

図 -１

75 ㎜
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※ 尚、 取付けボルト等部品類の紛失 / 部品の買い替えにつきましては、 補修部品で対応可能ですのでホームページの
　　お問い合わせから SA-21H ・ SA-21HB の構成パーツ表をご確認していただきメールにてお問い合わせください。

１　SA-21H ・ 21HB を固定している締付けノブ M8 を取り外して下さい。 その際、 「平座金Ｍ８ ・ バネ座金Ｍ８ ・ 角根
　　ボルトＭ８」 を落として無くさないよう十分に注意して取り外し作業を行って下さい。 　〔図 -2〕　

1

2　ルーフキャリアを降ろす際、 前後を分割して後方から降ろすと比較的楽に作業ができます。 6 本脚一体式で降ろす場合
    は十分に注意して降ろしてください。 キャリアを降ろした後、 脚ステーを取付けた状態で標準インナークランプのみ取り
    外してください。 ハイ ・ インナークランプは、 脚ステーの角穴にお客様が決められた高さの位置で取り付けを行ってくだ
    さい。　〔図 -3〕

2

図 -４

注意：キャリアを屋根から降ろす際は必ず「4人以上」でゆっくりとキズをつけないように慎重に行ってください

3　ハイ ・ インナークランプの組み付けの際は、 下側にインナー保護キャップを差し込み、 角根ボルト M6、 ナイロンワッシャ
    ー平座金 M6、 バネ座金 M6、 六角ナット M6 にて締付けます。 （尚、 ボルト類は、 取り外したボルト類を再利用してく
    ださい） 〔図 -3〕

3

4　ハイ ・ インナークランプを取付けて次に脚ステー裏のキャップボルトを脚ステーを内側にスライドができるように緩めます。
　　内側に貼ってある塩ビテープは、 高さを高くするほど脚ステーの先端は内側の方向に移動するため脚ステーの幅を調整
    するために剥がしてください。 〔図 -4〕

4

5　後は、 SA-21H ・ SA-21HB の 「取扱い説明書の取付け方法」 をよくご確認していただき取付けを行ってください。

6　最後に脚フレームのスライド穴に塩ビテープを貼ってスライド穴を塞いでください。 〔図 -6〕

5

6

※　SA-21H の場合は、③ 塩ビテープグレー /SA-21HB の場合は、④ 塩ビテープブラックになります。

・ バネ座金 M8

・ 締付けノブ M8・ 平座金 M8

・ 角根ボルト M8

・ 標準インナークランプ

雨ドイ

・ アウタークランプ

図 -２ 図 -３

・ 角根ボルト M6

インナー保護キャップ

・ ナイロンワッシャー

・ 平座金Ｍ6

・ バネ座金

・ 六角ナット

脚ステー

例 ： 低い

①ハイ ・ インナークランプ

②

図 -６

緩める

キャップボルト 左右対象に貼る

内側

外側

塩ビテープ


